
千葉労働局 健康安全課 加藤 護
令和４年８⽉30⽇

産業廃棄物処理業における

労働安全衛⽣について



本⽇の説明内容

１ 労働災害発⽣状況
（１）災害統計
（２）災害事例

２ 労働災害を防⽌するために
３ 熱中症予防対策
４ 健康管理
５ お知らせ（解体等作業前の事前調査）



１ 労働災害発⽣状況

① 過去10年間の労働災害の推移（死傷者数）

労働者死傷病報告による統計
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１ 労働災害発⽣状況

② 令和３年労働災害の事故の型別状況

転倒, 1,479, 
22%

その他（※）, 
1,125, 17%

動作の反動、

無理な動作, 
990 , 14%

墜落・転落, 
870, 13%

はさまれ・巻き

込まれ, 594, 
9%

切れ・こすれ, 
276, 4%

交通事故, 
276 , 4%

その他, 
1,135 , 17%

はさまれ・巻き込

まれ, 16, 21%

墜落・転落,
15, 20%

転倒, 10 , 13%飛来・落下,
8, 11%

激突, 7, 9%

無理な動作, 
7, 9%

激突され,
5 , 7%

その他,
8 , 11%

令和３年
6,745⼈

令和３年
７６⼈

全業種 産業廃棄物処理業



１ 労働災害発⽣状況

③ 過去10年間の労働災害の推移（死亡者数）
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１ 労働災害発⽣状況

④ 労働災害の事例 その１
【発⽣状況】
・パッカー⾞の回転板に廃棄物が挟まり
そうになったので、慌てて廃棄物を取
り除くため、⼿を⼊れたところ回転板
に巻き込まれた。

【原因】
・回転板を停⽌させずに取り除こうとし
たこと。

【対策】
・回転板を停⽌させてから、取り除くこ
と。稼働中は⼿を出さないこと。

・安全装置の使い⽅を教えること。



１ 労働災害発⽣状況

④ 労働災害の事例 その２
【発⽣状況】
・コンベヤーを⽌めて点検をし、試運転
中に気になる箇所があり、調整するた
め動かした状態で作業していたとこ
ろ、⼿袋とともに⼿が巻き込まれた。

【原因】
・コンベヤーを⽌めずに調整作業をした
こと。

【対策】
・点検作業、調整作業するときは、必ず
コンベヤーを停⽌すること。

・プーリー部にはカバーを付けること。



１ 労働災害発⽣状況

④ 労働災害の事例 その３
【発⽣状況】
・シート掛けのシートを取るため、荷台
に昇り、あおりに⾜を掛けたところ、
バランスを崩して荷台から墜落した。

【原因】
・幅の狭いあおりに⾜を掛けたこと。
【対策】
・あおりに⾜を掛けず、荷台に⽴てる場
所を確保すること。

・荷台への昇り降りは、ステップを使⽤
すること。



１ 労働災害発⽣状況

④ 労働災害の事例 その４
【発⽣状況】
・積み込む箱を棚から降ろし床に置き、
次の箱を降ろそうとしたとき、前に降
ろした箱に躓き転倒した。

【原因】
・先に降ろした箱を⾜元の近くに置いた
まま、次の箱を降ろしたこと。

【対策】
・⾜元付近を⽚づけてから作業するこ
と。

・積み込む箱の全数を把握し、箱の置き
⽅、置き場所を決めておくこと。



１ 労働災害発⽣状況

④ 労働災害の事例 その５
【発⽣状況】
・廃棄物をパッカー⾞に積み込んでいる
とき、先に投⼊した廃棄物の中にスプ
レー⽸が⼊っていて、破裂して⾶散物
が眼に⼊った。

【原因】
・廃棄物の確認不⾜があったこと。
・保護メガネを着⽤しなかったこと。
【対策】
・廃棄物の確認を⾏うこと。排出事業者
に、危険物の明⽰を依頼すること。

・保護メガネを着⽤すること。



１ 労働災害発⽣状況

④ 労働災害の事例 その６
【発⽣状況】
・処理場内で、重機で分別作業中に後退
したときに、⼿元作業者と接触した。

【原因】
・重機運転者の周囲確認が不⼗分であっ
たこと。（お互いに気付くだろう）

・重機と⼿元作業者の作業エリアを区別
していなかったこと。

【対策】
・操作前には、周囲の安全を⼗分に確認
すること。（かもしれない⾏動を）

・作業エリアを明確に分けること。



２ 労働災害を防⽌するために

① 組織を作る（責任者を決めて、権限を付与する）

② ルールを作る（何をやるべきか、禁⽌事項など）

③ 危険を知る（過去の災害事例、ヒヤリハットなど）

④ 声を掛ける（挨拶、危ないと思ったら注意する）



３ 熱中症予防対策



４ 健康管理

年に１回は、健康診断を受診しましょう



⽯綿（アスベスト）による健康障害防⽌




